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学校だより 文責 松本和基

23日（火）32学級 研究授業（英語）
英語の授業を参観しました。学習目標は「マララさんにメッセージ

を書いて、クラスで共有しよう。」というものでした。タブレットに
メッセージを入力して公開し、それを読んだ人は付箋機能を使って感
想を返信しました。付箋機能を使うのが初めてだったようで、入力作
業に戸惑っていた人もいたようでした。貴志先生の英語での問いかけ
に、スラスラと英語で答え、いつも通り真面目に取り組んでいました。
何か分からないところがあったら、近くの友達に尋ねて疑問をすぐ解
消しようとするところに、クラスのいい雰囲気を感じました。

25日（木） 吉野川市中学校新人駅伝大会
時折射す日差しがありがたく感じる、寒空の中、新人駅伝が行われました。本校からも男女６

名ずつの計１２名が出場しました。全員が「自分越え」を目標に、最後までしっかり完走し、タ
スキを繋ぐことができました。山川中学校が大会に出場できたことに感謝です。お疲れさまでし
た。そしてありがとうございました。

鳴門教育大学大学院の院生さんが論文作成のために体育の授業の様子を
観察することになりました。サッカーをしている様子を上から撮影し、タ
ブレットを使って自分たちのプレーやフォーメーションについて話し合い
作戦を練る。そして、その話し合った内容が次の試合にどう生かされるか

ということを研究しているそうです。高い位置
から俯瞰したらイメージと違った動きをしてい
ることに気がつくのかも知れません。３年生の
体育の授業を計７時間撮影するとのことです。


